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〈 2012 年 1 月からの予定 〉 

1 月  8 日（日）     おしるこ会（東天神社参拝 駅伝大会 初練習） 新年会 

1 月 21 日（土）頃    理事会 役員会  

1 月 22 日（日）頃    懇親ボーリング大会（18：00～ ラウンドワン他） 

2 月 初旬   頃    スポーツクラブ 21 稲野 エンジョイベースボール開催 

2 月 26 日（日）頃    第 34 期定期総会 

3 月 20 日（祝）頃    第 34 期生卒団式 お別れ会 

稲野エンジェルス季刊報    平成 24 年 1 月発行   第 7 号 

― ぜひ ご家族皆さんでご覧ください ― 
 

 
 

 
 新 

年 

を 

迎 

え 

て 

 
 

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

役
員
並
び
に
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は 

健
や
か
に
二
〇
一
二
年
の
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
Ａ
チ
ー
ム 

第
二
十
一
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
競
技
大
会
で
の
優
勝
お
め
で
と
う
！ 

緊
張
感
の
中
で
常
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
選
手
と
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
続
け
た

ス
タ
ン
ド
の
Ｂ
・
Ｃ
チ
ー
ム
、
役
員
・
父
兄
の
方
々
、
県
大
会
で
の
優
勝
、
本
当
に
お
め
で
と
う
！ 

 

 

苦
労
も
学
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
第
三
十
四
期
生
で
す
が
、
こ
こ
に
見
事
に
開
花
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
大
切
で
す
。 

「
勝
っ
て
兜
の
緒
を
締
め
よ
」 

卒
団
の
そ
の
日
ま
で 

決
し
て
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
上
達
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

新
Ａ
チ
ー
ム
（
現
Ｂ
チ
ー
ム
）
は
、
二
月
の
全
学
童
伊
丹
予
選
大
会
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

こ
の
間
、
正
月
返
上
で
の
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。 

昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
と
、 

日
々
の
成
長
を
、
気
持
ち
の
強
さ
を
、
チ
ー
ム
一
丸 

力
を
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
見
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

  

Ｃ
チ
ー
ム
、
四
月
よ
り
来
期
の
公
式
戦
が
始
ま
り
ま
す
。
目
指
せ
公
式
戦
「
初
決
勝
進
出
」「
初
優
勝
」

 

練
習
、
練
習
で
う
ま
く
な
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

  

今
年
も
役
員
並
び
に
保
護
者
の
皆
様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で 

ご
協
力
よ
ろ
し
く
。 

 

そ
し
て
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

理
事
長  

新
井 

辰
夫 



 

 

 
皆様、新年あけましておめでとうございます。 
昨年の選手たちの活躍は本当にすばらしい成績と、 

感動ある 1 年でした。 応援してくださった皆様には 
心から感謝しております。 
残りあとわずかではありますが、「稲野イチバン」を

貫き通し、選手 13 名 父兄一丸となって卒団まで頑張

ります！ 
「初心忘るべからず」  
新しい年に新たな気持ちで 

最後まで頑張っていきましょう！！ 
           A チーム監督 中堂 慶 

 

  

 

 6 年生 13 名              

「新年明けましておめでとうございます。」 

 今年の Bチームは、2月に学童の全国大会の予選を控

え、去年の 12 月から藤原総監督のもとでスタッフ一同

厳しい練習をしています。  その成果に報えるように

頑張っています。  

 3月にはAチームになり試合数も増えて厳しい戦いが

まだまだ待っています。  でもその中で選手には勝つ

のも大事ですが、野球の楽しさを教えてやりたいと 

思います。  B チームは 5年生と４年生の混合チーム

なので、今年 1年チームワークを大事に、1年間情熱を

持って夢をかなえるように頑張っていきたいと思いま

すので、皆様の熱い応援をよろしくお願いします。 

目標は 1 つ、優勝できるように頑張ります！ 

         B チーム監督 亀岡 義明 

 

 

 

 

 

 5 年生 8 名  4 年生 5 名 

 

 
 
 
 
 

  

  

  

  

  

  

 C チームは昨年秋に 1年生 4名が入部し、4年生 4名、

3年生 9名、2年生 2名、1年生 4名の計 19 名となりま

した。 

今年の目標として 4 年生、3 年生は昨年１年間経験

してきたことを糧とし、 個々の能力を向上させると 

ともに、よく聞き、よく見て野球をもっとよく知り、 

試合に生かして行きましょう。 

2 年生、1 年生は 何はともあれキャッチボールが 

しっかりできるようになること、また、強くバットが 

振れるように頑張りましょう。 

今年一年、チーム一丸となり頑張りますので、皆様の

応援とご協力よろしくお願いします。 

C チーム監督 高橋 将文 

  

  

  

 4 年生 4 名  3 年生 9 名  

2 年生 2 名  1 年生 4 名 



  

  

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 A チームが 12 月 4・10 日に西宮市浜甲子園運動公園野球場で開催された 第 21 回兵庫県スポーツ

少年団総合競技大会軟式野球の部（県大会）に出場し、見事に優勝しました。  
＊12 月 4 日（日）  1 回戦               2 回戦 

稲野（伊丹）0000200 2      稲野    0000102 3 
旭陽（姫路）0000000 0      西脇（西脇）0000000 0 

 1 回戦の旭陽戦は両軍無得点で迎えた 5 回に、無死満塁からホームゲッツーで 2 死になるも＃5 が 
会心の二塁打を放ち 2 点を奪いました。  また、2 回戦の西脇戦では 5 回に＃7 の二塁打で先制し 
さらに 7 回にも＃7 が 2 点適時打で追加点をあげ西脇を圧倒し、ベスト 4 に進出しました。 

 
 
 
 
 
 
 

＊12 月 10 日（土） 準決勝戦              決勝戦 
稲野    0000010 1      稲野     0020000 2 
勝原（姫路）0000000 0      小部東（神戸）0000000 0 

1・2 回戦をノーヒットノーランと完全試合で勝ち上がってきた勝原との準決勝戦、2 回 1 死

満塁のピンチも＃1 は気迫あふれる投球で連続三振に仕留めるなど、両軍無得点で迎えた 6 回、

＃4 が四球で出塁、捕逸と内野ゴロで三塁に進み、相手投手の暴投で生還して決勝に駒を進めま

した。 迎えた決勝戦は 3 回に＃2 がヒット、バントと暴投で三塁に進み、＃7 のタイムリーで

先制、さらに＃10 の二塁打で＃7 を迎え入れ 2 点を奪いました。 5 回二死満塁、6 回二死二・

三塁の再三のピンチも＃1 と＃9 の継投で得点を与えずに、小部東を無得点に抑えて優勝を 
決めました。  
エンジェルスの県大会優勝は、第 31 期生の県ジュニア選手権以来、3 年ぶりの快挙です。  

 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
 
 
 

エンジェルスの行事のしめくくりとなるクリスマス会が、12 月 25 日（日）

に行われました。 選手たちは 4 チームに分かれてのミニ運動会・温かい豚汁

を飲みながらの昼食、ビンゴ大会、そして午後からはベースランニング・遠投・

ホームラン競争の 3 種目で競う記録会と、内容いっぱい！楽しい 1 日をすごし

ました。 記録会ではＡチーム＃5、Ｂチーム＃23、Ｃチーム＃47 が、それぞ

れに好記録で第 1位を獲得（かくとく）しました。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新しく亀岡監督を迎えてのレクリエーションは、雲の隙間から青空が覗く 
気持ち良い天候で行われました。10 月なので肌寒かったにもかかわらず海に 
海パン一つで入って魚や蟹を取る者、野球チームにもかかわらず夢中でサッカ

ーに興じる者、 妻子がいるにもかかわらず若い女性に声を掛ける者等 色々な

一面が見られた中、最後は勝利に向かって心を一つにできた楽しい一日でした。 

 

市内第 3 回大会ﾌﾞﾛｯｸを全勝で迎えた決勝は vs.瑞穂戦、4 回に＃8 のセンタ

ー前タイムリーで 1 点を先制し、さらに 6 回＃5、＃4 の連打で追加点をあげま

した。 エース＃1 は強力な瑞穂打線を 1 点に抑え、市内大会初優勝の栄冠を

つかみました。 34 期生が全員野球で勝ち取った 稲野イチバンの勲章が花開

いた瞬間でした。 A チームはこの優勝により、10 月の県協会、12 月のスポ

ーツ少年団のそれぞれ県大会に招聘（しょうへい）され、出場します。 

 

     発行者 稲野エンジェルス少年野球クラブ 新井辰夫 ／ 編集者 東郷義彦（広報） 


